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代表質疑
公
立
保
育

園
民
営
化

問
　
市
は
、
指
定
管
理
者
が
運

営
す
る
公
立
保
育
園
7
園
の
う

ち
4
園
の
民
営
化
を
目
指
す
と

の
こ
と
だ
が
、
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
る
経
費
削
減
効
果
は
ど

の
程
度
あ
る
の
か
。
ま
た
、
本

制
度
に
は
保
育
の
質
の
維
持
等

の
問
題
が
あ
る
他
、
公
立
保
育

園
な
ら
で
は
の
役
割
も
あ
る
と

考
え
る
。
4
園
を
民
営
化
す
る

理
由
と
今
後
の
考
え
方
を
問
う
。

答
　
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

経
費
削
減
効
果
は
、
過
去
8
年

間
で
約
13
億
円
で
あ
る
。
公
立

保
育
園
の
運
営
費
は
、
保
育
料

以
外
は
一
般
財
源
で
賄
わ
れ
て

お
り
、
民
営
化
す
れ
ば
運
営
費

に
対
し
国
、
県
か
ら
負
担
金
歳

入
が
得
ら
れ
る
た
め
、
一
般
財

源
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
平
成
26
年
度
末
で
指

定
期
間
が
満
了
す
る
4
園
を
民

営
化
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
し

た
。
私
立
保
育
園
も
各
々
専
門

性
を
発
揮
し
、
児
童
福
祉
施
設

と
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
今
後
、
直
営
の
公
立

保
育
園
に
関
し
て
は
、
保
育
施

策
の
動
向
を
見
極
め
、
そ
の
方

向
性
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

消
費
税
率

引
き
上
げ

問
　
消
費
税
率
の
8
％
へ
の
引

き
上
げ
は
、
自
治
体
の
歳
入
に

影
響
を
与
え
、
市
民
に
も
大
き

な
負
担
と
な
る
。
市
は
税
率
の

引
き
上
げ
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
引
き
上
げ
分
は

必
ず
し
も
使
用
料
に
転
嫁
す
る

必
要
は
な
く
、
そ
の
点
で
市
独

自
の
対
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
　
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ

る
増
収
分
は
、
地
方
税
法
に
明

記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
少
子
高

齢
化
の
進
展
に
よ
り
ま
す
ま
す

増
加
が
見
込
ま
れ
る
社
会
保
障

関
係
経
費
の
重
要
な
財
源
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
国
は
、

税
率
の
引
き
上
げ
が
低
所
得
者

に
与
え
る
影
響
に
配
慮
し
、
臨

時
福
祉
給
付
金
や
臨
時
特
例
給

付
金
を
創
設
し
て
お
り
、
本
市

美
し
い
景

観
づ
く
り

問
　
施
政
方
針
に
あ
る
「
市
川

ら
し
い
美
し
い
景
観
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
景
観
条
例
や
景
観

計
画
へ
の
反
映
等
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
条

例
や
計
画
以
外
に
も
、
高
さ
規

制
の
ル
ー
ル
作
り
が
あ
る
が
、

導
入
の
可
能
性
の
判
断
、
目
標

の
時
期
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
本
市
は
、
良
好
な
環
境
の

形
成
に
向
け
た
景
観
基
本
計
画

を
全
国
に
先
駆
け
て
策
定
し
た
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
実
施

計
画
で
あ
る
景
観
計
画
は
、
市

内
を
8
つ
に
区
分
し
地
域
特
性

を
活
か
し
た
景
観
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
実
行
を
担
保
す
る
た

め
の
景
観
条
例
は
、
一
定
規
模

以
上
の
建
築
行
為
等
に
対
す
る

届
出
や
景
観
審
議
会
の
設
置
等

を
規
定
し
て
い
る
。
景
観
懇
話

会
で
の
市
民
の
思
い
や
取
り
組

み
は
、
景
観
協
定
や
各
計
画
に

反
映
さ
せ
る
他
、
各
実
行
プ
ラ

ン
等
に
も
活
か
し
な
が
ら
、
景

観
計
画
に
地
域
ご
と
の
具
体
的

な
取
り
組
み
を
盛
り
込
み
、
調

和
と
個
性
に
彩
ら
れ
た
ま
ち
並

み
の
誘
導
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
建
築
物
の
高
さ
制
限

に
つ
い
て
は
、
老
朽
マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
て
替
え
が
進
ま
な
い
こ

と
等
を
勘
案
し
、
建
て
替
え
に

係
る
容
積
率
の
緩
和
策
が
国
か

ら
示
さ
れ
る
等
、
一
義
的
な
見

方
で
の
対
応
が
難
し
い
状
況
だ

が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
形
態
も
美

し
い
景
観
づ
く
り
の
重
要
な
要

素
と
な
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て

様
々
な
視
点
か
ら
検
討
し
て
い

く
。
高
さ
制
限
に
つ
い
て
の
考

え
方
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る

た
め
、
規
制
が
必
要
な
地
域
の

優
先
順
位
を
整
理
し
て
住
民
の

合
意
形
成
を
行
い
、
懇
話
会
で

の
意
見
も
参
考
に
、
平
成
26
年

度
内
を
目
標
に
地
域
を
絞
り
込

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

女

性

の

起
業
支
援

問
　
市
は
、
女
性
の
持
つ
多
様

な
価
値
観
と
想
像
力
が
経
済
活

動
に
加
わ
り
、
従
来
に
な
い
新

製
品
や
新
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出

す
こ
と
を
目
指
し
、
女
性
の
起

業
を
支
援
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
事
業
計
画
の
コ
ン

テ
ス
ト
の
実
施
に
つ
い
て
、
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
女
性
の
起
業
支
援
と
し
て

は
、
女
性
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
や

起
業
塾
を
実
施
す
る
他
、
創
業

補
助
金
を
設
け
て
資
金
面
で
も

支
援
を
行
う
。
セ
ミ
ナ
ー
等
の

修
了
者
を
含
め
、
起
業
の
事
業

計
画
を
競
う
場
と
し
て
コ
ン
テ

も
遅
滞
な
く
給
付
の
準
備
を
進

め
る
他
、
税
率
引
き
上
げ
に
よ

る
増
税
分
は
社
会
保
障
関
係
経

費
や
保
育
園
待
機
児
童
の
解
消

等
の
財
源
に
充
て
、
充
実
を
図

り
た
い
。
ま
た
、
施
設
利
用
料

等
に
つ
い
て
は
、
国
が
示
す
方

針
に
従
い
使
用
料
に
適
正
に
転

嫁
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

使
用
料
と

受
益
者
負
担

問
　
平
成
25
年
9
月
、
市
政
戦

略
会
議
は
公
の
施
設
の
使
用
料

値
上
げ
を
答
申
し
、
公
民
館
使

用
料
等
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
が
、
説
明
会
等
の
参
加
者

は
少
な
く
、
知
ら
な
い
人
も
多

い
。
市
は
ど
う
周
知
し
て
き
た

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
、
受
益
者
負
担
見
直

し
の
対
象
施
設
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
周
知
に
つ
い
て
は
、
26
年

1
月
発
行
の
広
報
に
特
集
記
事

を
掲
載
し
た
他
、
公
民
館
等
の

対
象
施
設
で
文
書
掲
示
を
行
い
、

説
明
会
を
2
回
実
施
し
た
。
今

後
も
市
民
周
知
を
図
り
つ
つ
、

26
年
度
中
に
は
条
例
改
正
案
を

上
程
し
た
い
。
ま
た
、
市
民
負

担
の
増
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

各
施
設
の
状
況
を
勘
案
し
て
使

用
料
の
具
体
的
な
金
額
を
検
討

し
て
い
る
。
対
象
施
設
と
し
て

は
、
公
民
館
、
地
域
ふ
れ
あ
い

館
、
市
民
体
育
館
、
文
化
会
館
、

市
民
プ
ー
ル
等
と
な
っ
て
い
る
。

武
蔵
野
線
沿
線

の
ま
ち
づ
く
り

問
　
新
駅
を
設
置
し
、
ス
マ
ー

ト
タ
ウ
ン
の
概
念
を
採
り
入
れ

た
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
沿
線
の
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
住
民
の
意
見
の
反
映
が
大

切
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
意

識
調
査
等
は
行
っ
て
き
た
の
か
。

ま
た
、
こ
の
事
業
に
お
け
る
地

元
の
負
担
規
模
は
ど
の
程
度
に

な
る
と
考
え
て
い
る
か
。

答
　
市
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
の

現
状
把
握
や
民
間
の
需
要
動
向

調
査
、
新
駅
設
置
の
条
件
整
理

等
を
行
い
、
約
24
　ha
の
ま
ち
づ

く
り
モ
デ
ル
案
を
検
討
し
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
の
再
開
発
事
業

と
同
様
に
、
事
前
に
費
用
対
効

果
等
を
検
証
す
る
と
共
に
、
付

加
価
値
の
高
い
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
の
構
築
を
目
指
し
た
い
。
現

時
点
で
地
域
住
民
の
意
識
調
査

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
事
業
成

立
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

地
権
者
等
の
意
向
確
認
か
ら
進

め
て
い
く
。
ま
た
、
事
業
規
模

に
つ
い
て
、
地
元
の
負
担
額
と

し
て
は
、
概
算
で
、
新
駅
設
置

に
40
億
円
超
、
道
路
や
公
園
、

宅
地
造
成
等
の
面
整
備
に
1　0

0
億
円
超
と
想
定
し
て
い
る
。

無
所
属
の
会
・
市
民
ネ
ッ
ト

日
本
共
産
党

越
川
　
雅
史
　
　
秋
本
の
り
子

湯
浅
　
止
子

金
子
　
貞
作
　
　
髙
坂
　
　
進

清
水
み
な
子
　
　
桜
井
　
雅
人

谷
藤
　
利
子

保育園で遊ぶ子どもたち

路面表示や注意看板を施した通学路市川の景観を形づくるクロマツ

ス
ト
を
実
施
し
て
い
く
。
こ
れ

は
、
発
表
さ
れ
る
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
計
画
の
新
規
性
や

成
長
性
等
を
評
価
す
る
も
の
で

あ
る
。


